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ご利用について 

アプリケーションや各種ファイルは、以下の各項に同意の上でご利用いただくものとします。 

(1) 当社製品をご使用中またはご使用検討中のお客様がご利用の対象となります。 

(2) 当社が提供するファイルの知的財産権は、当社に帰属するものとします。 

(3) 当社が提供するファイルは、改竄、転載、譲渡、販売を禁止します。 

但し、内容の一部または全てをお客様作成の機器やシステム内の当社製品上でご利用いただく場合は、その限りで

はありません。また、当社製品をご利用いただいたお客様作成の仕様書、設計書、組み込み製品の取扱説明書など

への転載、複製、引用、レイアウトの変更についてもその限りではありません。 

(4) 当社が提供するファイルやそのファイルから抽出されるデータを利用することによって生じた如何なる損害も当

社は補償をいたしません。お客様の責任においてご利用ください。 

(5) 当社が提供するファイルに利用条件などが添付されている場合は、その条件にも従ってください。 

(6) 本書に記載の仕様は予告なしに変更を行うことがあります。 

(7) 本書に記載の機能説明や画面イメージは実際とは異なることがあります。 

(8) 本書の記述内容はソフトウェア、ハードウェアの改定に追従するように努力しておりますが、やむなく同期できな

い場合も生じます。 
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データナビゲートアプリ使用上のご注意 

(1) 電源を切る前にシャットダウンしてください。 

データナビゲートアプリをシャットダウンせずに C 言語インテリジェント機能ユニットを電源 OFF した場合、フ

ァイルシステム異常等が発生する場合があります。C 言語インテリジェント機能ユニットの電源を OFF する前に、

必ずデータナビゲートアプリをシャットダウンしてください。手順は「5 終了手順」を参照してください。 

 

(2) C 言語インテリジェント機能ユニットの入出力信号やバッファメモリは変更しないでください。 

データナビゲートアプリを使用する場合、C 言語インテリジェント機能ユニットの入出力信号やバッファメモリに

は書込みできません。値を書き込んだ場合、正常に動作しない可能性があります。 

 

(3) アラーム通知機能などでデバイスを ON する場合は十分に確認してください。 

データナビゲートアプリには、アラーム発生時等にあらかじめ指定したデバイスの値を変更する機能があります。

指定したデバイスをデータナビゲートアプリが制御することで、設備が予期しない動作をしないか等、十分に安全

を確認してから設定してください。 

 

(4) C 言語インテリジェント機能ユニットのユーザープログラムとは共存できません。 

データナビゲートアプリを使用する場合、C 言語インテリジェント機能ユニットには、ユーザー作成プログラムを

実装することはできません。 

 

(5) データナビゲートアプリが起動するまで時間を要する場合があります。 

保存済のデータ量や使用方法によって、データナビゲートアプリが完全に起動するまで時間を要する場合がありま

す。また、データナビゲートアプリが起動するまでは、デバイス値の収集はできないため、収集開始したいタイミ

ングより余裕をもって電源 ON してください。 

 

(6) 使用している端末の時刻と CPU ユニットの時計情報が不一致の場合の注意事項 

データナビゲートアプリで集計する各種データは、CPU ユニットの時計情報をもとにタイムスタンプを付加して

います。また、データナビゲートアプリの各画面における現在日時の情報(画面上部に表示されている時刻等)は、

データナビゲートアプリの画面を表示している端末(パソコン等)の時計情報を使用しています。このため、使用し

ている端末と CPU ユニットの時刻が一致しない場合、画面が正しく表示されない場合があります。 

 

(7) CPU ユニットの時計設定を変更すると不具合が生じる可能性があります。 

データナビゲートアプリで集計する各種データは CPU ユニットの時計情報をもとにタイムスタンプを付加してい

ます。このため、CPU ユニットの時計設定を変更すると、変更前後やその期間のデータが正しく集計されない場合

があります。 

特に、CPU ユニットの時刻を過去の方向に戻した場合、戻した後の時刻を起点として未来にあたる日時の保存済デ

ータは全て削除されます。（例：時刻を 10:30 から 10:00 に戻した場合、10:00 以降のデータは削除されます。） 

CPU ユニットのバッテリー交換時等、意図せずに時刻が戻らないよう十分注意してください。 

 

(8) SD メモリーカードの空き容量が不足している場合、データ・ログの保存ができないことがあります。 

収集・集計したデータは SD メモリーカード内に保存されます。SD メモリーカードの空き容量が 50MB 以下にな

った場合、データ収集が停止します。データ収集が停止した場合、データナビゲートアプリの画面右上に通知が表

示されます。 
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(9) SMTP サーバーを構築できない場合、メール機能・日時レポート機能が使えません。 

メール機能や日次レポート機能を使用するためには SMTP サーバーの設定が必要です。SMTP サーバーを正しく設

定していない場合、メール機能と日次レポート機能は使用できません。 

 

(10)設定内容によってはデータナビゲートアプリがデバイス状態を正しく検出できない可能性があります。 

設定内容によっては、データの収集周期が長くなる場合があります。収集周期が長くなり、収集周期より短い周期

でデバイス値が変化した場合、デバイス値の変化を検出できない可能性があります。 

※各設備のデータ収集周期の最大値は、データナビゲートアプリのパフォーマンス画面から確認できます。 

 

(11)お客様の使用環境に応じてセキュアな FA システムを構築し運用いただくようお願いします。 

詳細は三菱電機 FA サイト「FA システム セキュリティガイドライン」をご参照ください。 

www.mitsubishielectric.co.jp/fa/document/others/law/xfb3-20ps001/FA_SecGuidelineJP.pdf 

  

http://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/document/others/law/xfb3-20ps001/FA_SecGuidelineJP.pdf
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1. 概要 

本書は、DataNavigateApp(以降、データナビゲートアプリ)の導入ガイドです。 

記載されている手順に沿って、データナビゲートアプリを導入してください。 

導入後の運用方法については、データナビゲートアプリのヘルプ*1 を参照してください。 

*1:ヘルプは下記赤枠から開くことができます。 
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1.1. データナビゲートアプリとは 

データナビゲートアプリとは、MELSEC iQ-R シリーズ C 言語インテリジェント機能ユニット用の専用アプリケーシ

ョンを指します。 

生産現場の「見える化」、「分析」など特定の機能向けのアプリケーションです。 

 

■特長 

(1) シンプルな設定 

直感的な操作で、初期設定や設定変更を行うことができます。 

プログラムに関する専門的な知識(ラダー、C 言語)がなくても設定できます。 

 

(2) どこからでもモニタリング 

表示器などの専用機器を使わずに、タブレット・パソコンの Web ブラウザでモニタリング可能です。 

現場から離れた場所からでも、設備の稼働状況を確認できます。 

 

(3) かんたんデータ収集 

CPU ユニットにデータがあれば、すぐに見える化できます。 

CPU ユニットなどの通信機能と組み合わせ、既存設備にも対応可能です。 

 

  

 
 

Web ブラウザで設定、モニタリング 

収集 稼働監視用データ 

(デバイスデータ) 

データナビゲートアプリ 

…
 

時間稼働分析アプリ 

エネルギー分析アプリ 

動作サイクル監視アプリ 

アラーム分析アプリ 
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1.2. 提供物一覧 

データナビゲートアプリの提供物は以下の通りです。ただし、提供する時期やバージョンによって内容が異なる場合が

あります。 

No. 提供物 ファイル名 概要 

1 
ソフトウェア使用

契約書 

End-UserSoftwareLicenseAgreement_ソフト

ウェア使用契約書 

(BCN-P5999-1775_BCN-P5999-1776).pdf 

データナビゲートアプリのソフトウ

ェア使用契約書です。ご使用前に必

ずお読みください。 

2 

データナビゲート

アプリ 

インストール用 

イメージファイル 

DataNavigateApp_v***.ddi *1 

データナビゲートアプリを C 言語イ

ンテリジェント機能ユニットにイン

ストールするためのイメージファイ

ルです。 

3 

データナビゲート

アプリ 

アップデート用フ

ァイル 

DataNavigateApp_UpdateFile_v***.pkg 

サポートツールを使用してデータナ

ビゲートアプリをアップデートする

ためのファイルです。 

4 
導入ガイド 

(日本語版)(本書) 

bcn899999912***_introductionguide_j.pdf 
*1 

データナビゲートアプリの導入ガイ

ド(日本語版)です。 

5 
導入ガイド 

(英語版) 

bcn899999913***_introductionguide_e.pdf 
*1 

データナビゲートアプリの導入ガイ

ド(英語版)です。 

6 
OSS ライセンス 

ファイル 
DataNavigateApp_License_v***.txt 

データナビゲートアプリで使用して

いる OSS のライセンス情報をまと

めたファイルです。 

7 

サポートツール 

OSS ライセンス 

ファイル 

DataNavigateApp_SupportTool_License_v**

*.txt 

データナビゲートアプリ サポート

ツールで使用している OSS のライ

センス情報をまとめたファイルで

す。 

8 サポートツール DataNavigateApp_SupportTool_v***.exe *1 
データナビゲートアプリの保守作業

を行うサポートツールです。 

*1:***にはバージョン情報が入ります。 
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2. システム構成 

2.1. 推奨ハードウェア 

推奨ハードウェアは下記のとおりです。 

種別 名称 内容 

MELSEC iQ-R

シリーズ 

CPU ユニット R04CPU またはそれ以上の容量の CPU ユニット*1*2 

C 言語インテリジェント

機能ユニット 

RD55UP12-V(F/W Ver.06 以降)*3 

SD メモリーカード 以下の条件を満たす産業用 SD メモリーカードを推奨します。 

・容量：16GB 以上 

・NAND タイプ：SLC または pSLC 

・スピードクラス：Class10 以上*4 

産業用ではない(OA 用途等)の SD メモリーカードは使用しないでく

ださい。動作不良やデータ破損の原因となる可能性があります。*5*6 

その他ユニット 必要に応じて選定してください。*7 

対応 Web ブラウザ 
Microsoft Edge®*8 

Google Chrome®*9 

*1:R00CPU、R01CPU、R02CPU はご使用いただけません。 

*2:RD55UP12-V に対応した CPU ユニットをご使用ください。（MELSEC iQ-R ユニット構成マニュアル参照） 

*3:RD55UP06-V はご使用いただけません。 

*4:スピードクラスが低い場合、データの読み書きに遅延が発生し、データナビゲートアプリ全体の性能に影響が出る

場合があります。 

*5:SD メモリーカードにデータベースを構築してデータの蓄積等を行うため、SD メモリーカードが必要です。SD メ

モリーカードの容量が大きいほどデータを保存できる期間が長くなります。 

*6:以下の SD メモリーカードにて動作確認を行った実績があります。ご使用環境等によって動作が異なる可能性があ

りますので、参考情報としてご活用ください。 

メーカ名 形名 NAND タイプ 容量 

ハギワラソリューションズ株式会社 NSDB-032GK(S01SLS 

NSDB-032GK(S01SLI 

NSDB-032GS(V02JLS 

pSLC 32GB 

TDK 株式会社 MMRD4016GVJBWA00AAA0 

MMRD4032GVJBWA00AAA0 

pSLC 16GB 

32GB 

*7:必要に応じてアナログ入力ユニットやネットワークユニット等を選定・追加してください。 

*8:Microsoft Edge® バージョン 138 にて動作確認済です。 

*9:Google Chrome® バージョン 138 にて動作確認済です。 

 

2.1.1. 画面解像度 

使用するモニターの解像度は、1920×1080(フル HD)を推奨します。 

これより解像度が高い場合は、表示倍率を調整することでアプリの画面全体を表示できます。これより低い場合でも表

示できますが、文字が潰れてしまう可能性があります。 
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2.2. システム構成例 

本サンプルプロジェクトのシステム構成例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 形名 

1) ベースユニット R35B 

2) 電源ユニット R61P 

3) CPU ユニット R32CPU 

4) C 言語インテリジェント機能ユニット RD55UP12-V 

5) SD メモリーカード NSDB-032GK(S01SLI 

6) パソコン(Web ブラウザ) - 

 

  

2) 3) 

 SD 

5) 

1) 

4) 

6) 

パソコン 

Ethernet 
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3. アプリ概要 

本アプリの全体仕様を以下に記載します。 

項目 仕様 備考 

監視設備数 最大 4 設備 設備数や使用するアプリ数によって増減します。使用する設備数や

アプリ数が多い場合は、SD メモリーカードの容量を増やしてくだ

さい。画面右上の下記赤枠箇所から保存可能期間が確認できます。 データ保存期間 SD メモリーカードの容量

および設定内容による 

時間帯数 最大 100 個 ― 

品種数 最大 1000 個 ― 

お気に入りペー

ジ登録数 

最大 10 個 ― 

同時接続 

クライアント数 

最大 8 台 接続台数を増やすと画面の更新速度が遅くなる場合があります。 
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3.1. 時間稼働分析アプリ 

設備の稼働状態(稼動、停止、異常など)とロス要因を可視化し、時間稼働率の低下要因の分析に活用可能なアプリです。 

 

➀直近の設備の稼働状況を確認できる 

「現在値」画面から、設備ごとの直近(7 日間まで)の時間稼働率、負荷時間、非稼働時間をリアルタイムに確認できま

す。指定期間の累計した稼働データも同時にモニタ出来るため、非稼働要因の割合や時間稼働率の実績との比較から現

在の設備で問題が発生しているか、または発生する予兆が出ていないかを発見することができます。 

 

②稼働率を低下させている課題を分析できる 

「データ比較」画面から、異なる条件下(設備、期間、時間帯等)のデータを比較表示できます。例えば、同じ設備の違

う日付のデータを並べて表示することや、同じ設備・同じ期間の違う時間帯を比較表示することで、無駄の分析や改善

効果の確認が可能です。 

※稼働状況として表示している情報は、「時間稼働分析」アプリで分析している設備稼働状況を表示します。 

「時間稼働分析」アプリを使用していない場合、表示されません。 
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③時間稼働率の傾向を分析できる 

「傾向分析」画面から、時間稼働率の変化や非稼働要因の発生割合の変化などの傾向が確認できます。実績を基にした

傾向が直感的に把握でき、今後の対策要否の判断に活用可能です。また、時間帯ごとの時間稼働率が把握できるため、

時間や曜日など特定の時間帯で低下しているなどの傾向も把握できます。 

 

④対策効果の大きな設備や要因を確認できる 

「ランキング分析」画面から、時間稼働率が低い設備や長く発生している非稼働要因をランキング形式で確認でき、対

策効果の高い課題を容易に特定できます。 
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■アプリ仕様 

項目 仕様 備考 

監視数 各設備 最大 33 1 つの稼働信号と最大 32

個の非稼働要因信号を監視 

計測信号・情報 信号名 データ型 － 

稼働信号 ビット*1 － 

非稼働要因信号 ビット*1 *2 － 

設備起動中信号 ビット*1 － 

表示項目*3 項目 グラフ種別 － 

時間稼働率 ドーナツグラフ、折れ線グラフ － 

非稼働要因情報 パレート図 発生時間、割合で切替可能 

稼働実績 ガントチャート、折れ線グラフ － 

表示期間 種別 From To － 

 直近データ 本日 本日の日付切替時刻 

明日の日付切替時刻 

24 時間分表示 

直近 2 日 1 日前の日付切替時刻 48 時間分表示 

直近 3 日 2 日前の日付切替時刻 72 時間分表示 

直近 7 日 6 日前の日付切替時刻 168 時間分表示 

累計データ － 選択日時 現在日時 － 

データ比較 － From の選択日時 To の選択日時 最大 31 日間分を表示 

傾向分析 一日詳細 選択日の日付切替時刻 選択日翌日の日付切替時刻 24 時間分を 30 分単位表示 

日別 選択日の６０日前 選択日 61 日分を１日単位表示 

月別 選択月の 24 か月前 選択月 24 か月分を１月単位表示 

ランキング分

析 

－ From の選択日時 To の選択日時 最大 31 日間分を表示 

データ収集対象 管理 CPU ユニットのデバイス *4 

設定ファイル 

ダウンロード/ 

インポート 

対応(CSV ファイル) － 

アラーム出力 対応(管理 CPU ユニットのデバイスのビット信号を ON) － 

*1:以下のデバイスから選択可能。ワードデバイスはビット No.を指定。 

X、Y、M、B、F、D、W、SM、SD、ZR 

*2:ON⇔OFF を繰り返す信号の場合、その周期を設定することで状態判定可能(0.5～3.0 秒) 

*3:表示する情報は各画面や表示期間で異なる 

*4:他設備からデータ収集する場合等、必要に応じてネットワークユニット等でデータ収集が必要 
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3.2. エネルギー分析アプリ 

電力量、エアー流量等の設備のエネルギー消費量を可視化し、設備の無駄な使用電力等の分析に活用可能なアプリです。 

 

➀直近の設備のエネルギー消費量やエネルギー原単位を確認できる 

「現在値」画面から、設備ごとの直近(7 日間まで)のエネルギー消費量やエネルギー原単位がリアルタイムで確認でき

ます。また、エネルギー消費量だけでなく、CO2 排出量や生産コストに換算して確認することもできます。 

 

②無駄なエネルギーを消費している課題を分析できる 

「データ比較」画面から、異なる条件下(設備、期間、時間帯等)のデータを比較表示できます。例えば、設備が非稼

働の時に消費したエネルギー量をコスト換算して表示したり、類似した異なる設備のエネルギー量を比較すること

で、無駄の分析や改善効果の確認が可能です。 

 

稼働状況として表示している情報は、「時間稼働分析」アプリで分析している設備稼働状況を表示します。 

「時間稼働分析」アプリを使用していない場合、稼働状況は表示されません。 
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③CO2 原単位の傾向を分析できる 

「傾向分析」画面から、CO2 原単位と生産量の傾向が確認できます。実績を基にした傾向が直感的に把握でき、今後の

対策要否の判断に活用可能です。また、生産数に対するエネルギー使用量が把握できるため、指定期間内で CO2 原単

位が増加している要因や増減の傾向も把握できます。 

 

④対策効果の大きな設備や要因を確認できる 

「ランキング分析」画面から、CO2 原単位が高い設備をランキング形式で確認できます。ランキングで表示できるた

め、対策効果が高い課題の特定を容易化します。 
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■アプリ仕様 

項目 仕様 備考 

監視数 各設備 最大 10 電力やエアー等、各種エネルギーの消

費量を監視可能 

計測信号・情報 信号名 データ型 － 

エネルギー使用量 ワード、ダブルワード、

単精度実数*1 

エネルギー使用量の積算値。アプリ内

でエネルギー使用量の差分からエネル

ギー消費量を算出 

生産数 ワード、ダブルワード*1 「生産数」または「良品数+不良品数」

を計測の 2 パターンから選択可能 

表示項目*2 項目 グラフ種別 － 

エネルギー消費量原単位 折れ線グラフ ・CO2 換算時： 

CO2 原単位、CO2 排出量をグラフ表示 

・コスト換算時： 

コスト原単位、コストをグラフ表示 

エネルギー消費量 棒グラフ 

生産数 折れ線グラフ － 

稼働状況 ガントチャート 「時間稼働分析」アプリを使用してい

ない場合、表示されません。 

表示期間 種別 From To － 

 直近データ*3 本日 本日の日付切替時刻 

明日の日付切

替時刻 

24 時間分表示 

直近 2 日 1 日前の日付切替時刻 48 時間分表示 

直近 3 日 2 日前の日付切替時刻 72 時間分表示 

直近 7 日 6 日前の日付切替時刻 168 時間分表示 

累計データ － 選択日時 現在日時 － 

データ比較*3 － From の選択日時 To の選択日時 最大 31 日間分を選択可能 

傾向分析 一日詳細 選択日の日付切替時刻 選択日翌日の

日付切替時刻 

24 時間分を 30 分単位表示 

日別 選択日の６０日前 選択日 61 日分を１日単位表示 

月別 選択月の 24 か月前 選択月 24 か月分を１月単位表示 

ランキング分

析 

－ From の選択日時 To の選択日時 最大 31 日間分を選択可能 

データ収集対象 管理 CPU ユニットのデバイス *4 

設定ファイル 

ダウンロード/ 

インポート 

対応(CSV ファイル) － 

*1:以下のデバイスから選択可能。 

D、W、SD、ZR 

*2:表示する情報は各画面や表示期間で異なる 

*3:表示間隔は 5 分、30 分、1 時間、3 時間から選択可能 

*4:他設備からデータ収集する場合等、必要に応じてネットワークユニット等でデータ収集が必要 
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3.3. 動作サイクル監視アプリ 

シリンダや設備の動作時間を閾値監視し、異常兆候や性能低下を検知する予知保全に活用可能なアプリです。 

 

➀直近の設備の稼働状況を確認できる 

「現在値」画面から、各 CH の現在のアラーム発生状態、動作時間、統計情報をリアルタイムで確認できます。統計値

(最小値、平均値、最大値)や基準、注意報・警報の閾値をチャートグラフから直感的に把握でき、監視対象のシリンダ

や設備に異常の兆候が出ていないかを発見することができます。 

 

②シリンダ動作時間や設備の動作時間の傾向を分析できる 

「データ比較」画面から、シリンダ動作時間や設備の動作時間など、データの変化を比較して表示できます。実績を基

にした傾向が直感的に把握でき、今後の対策要否の判断に活用可能です。また、異なる条件下(設備、CH、時間帯、品

種)のデータを比較表示できます。同じ設備・同じ CH の違う日付のデータを並べて表示することや、同じ設備・同じ

CH の違う時間帯を比較表示することで、動作時間低下の原因分析や改善効果の確認が可能です。 
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③優先して対策すべき設備や要因を確認できる 

「ランキング分析」画面から、動作時間の基準乖離割合や閾値の超過回数、累計動作回数の閾値到達率をランキング形

式で確認できます。ランキング形式で表示できるため、優先して対策すべき設備や課題の特定を容易化します。 

 

④オプション設定で監視機能を付加できる 

「オプション設定」画面から、監視機能を任意で付加できます。下記に主な付加機能を記載します。 

・ディレイタイマー設定…設定したデバイスの条件を満たした後、設定時間経過すると閾値監視します。 

・連続閾値超過回数設定…注意報閾値または警報閾値が、設定回数だけ連続超過した場合アラームを発報します。 

・センサ異常…動作開始信号と動作完了信号の検出タイミングが異常のときにアラームを発報します。 

・バラつき監視…間近の標準偏差がリファレンスデータの標準偏差に比べ大きすぎる時アラームを発報します。 

[リファレンスデータの標準偏差×1.36] ＜ [動作 30 回ごとの標準偏差] 

・累積閾値設定…累積時間や累積回数のプリセット値や閾値を設定できます。閾値を超過するとアラームを発報します。 
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■アプリ仕様 

項目 仕様 備考 

監視数 1 設備あたり：最大 200 

全設備：最大 400 

－ 

計測信号・情報 信号名 データ型 － 

計測開始信号 ビット*1 

計測終了信号 ビット*1 

表示期間 種別 From To － 

 現在値 － クリアした日時 現在日時 － 

データ比較*2 本日 本日の日付切替時刻 

明日の日付切替時刻 

24 時間分表示 

直近 2 日 1 日前の日付切替時刻 48 時間分表示 

直近 3 日 2 日前の日付切替時刻 72 時間分表示 

直近 7 日 6 日前の日付切替時刻 168 時間分表示 

ランキング分

析 

－ クリアした日時 現在日時 168 時間分表示 

監視項目 動作時間異常 － 

累計動作時間異常 オプション設定で有効 

累積動作回数異常 オプション設定で有効 

ばらつき異常 オプション設定で有効 

センサ異常 オプション設定で有効 

データ収集対象 管理 CPU ユニットのデバイス *3 

設定ファイル 

ダウンロード/ 

インポート 

対応(CSV ファイル) － 

アラーム出力 対応(管理 CPU ユニットのデバイスのビット信号を ON) － 

*1:以下のデバイスから選択可能。ワードデバイスはビット No.を指定。 

X、Y、M、B、F、D、W、SM、SD、ZR 

*2:5 分ごとの平均値、最大値を表示します。 

*3:他設備からデータ収集する場合等、必要に応じてネットワークユニット等でデータ収集が必要 
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3.4. アラーム分析アプリ 

設備のアラームの発生状況(回数、時間)を可視化し、各アラームに工程や原因など任意の観点の情報をタグ付けするこ

とで、観点ごとに発生頻度や影響の大きい異常を把握可能なアプリです。 

 

➀直近の設備のアラーム情報を確認できる 

「現在値」画面から、本画面では、設備ごとの直近(7 日間まで)のアラーム発生状況(発生回数、復帰時間など)を表示

できます。指定した日付からの累計のアラーム発生状況も同時にモニタできるため、アラーム発生状況が直近で変化し

ていないかを確認することができます。 

 

②対策効果の大きいアラームを分析できる 

「データ比較」画面から、異なる条件下(設備、時間帯、品種等)のアラーム情報(アラーム発生回数、待ち時間、復帰時

間、割合)を比較表示できます。例えば、同じ設備の違う日付のデータを並べて表示することや、同じ設備・同じ期間の

違う時間帯を比較表示することで、改善効果の大きいアラームを分析可能です。 
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③アラーム発生情報の傾向を分析できる 

「傾向分析」画面から、アラームの発生回数や時間の変化などの傾向が確認できます。実績を基にした傾向が直感的に

把握でき、今後の対策要否の判断に活用可能です。また、アラーム情報の内訳が把握できるため、時間や曜日など特定

の時間帯で頻出しているなどの傾向も把握できます。 

 

④対策効果の大きな設備や要因を確認できる 

「ランキング分析」画面から、アラーム発生回数の多い設備や長く発生しているアラームをランキング形式で確認でき

ます。ランキングで表示できるため、対策効果が高い課題の特定を容易化します。 
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■アプリ仕様 

項目 仕様 備考 

監視数 1 設備あたり：最大 500 

全設備：最大 1000 

－ 

計測信号・情報

*1 

信号名 データ型 － 

アラームコード ワード符号なし*2 アラーム発生判定する値を設定 

アラーム信号 ビット*3 － 

処置開始信号 ビット*3 待ち時間を計測する場合のみ使用 

復帰完了信号 ビット*3 － 

表示項目*4 項目 グラフ種別  

アラーム情報 パレート図 発生回数、待ち時間、復帰時間で

切替可能 

表示期間 種別 From To － 

 直近データ 本日 本日の日付切替時刻 

明日の日付切替時刻 

24 時間分表示 

直近 2 日 1 日前の日付切替時刻 48 時間分表示 

直近 3 日 2 日前の日付切替時刻 72 時間分表示 

直近 7 日 6 日前の日付切替時刻 168 時間分表示 

累計データ － 選択日時 現在日時  

データ比較 － From の選択日時 To の選択日時 最大 31 日間分を表示 

傾向分析 一日詳細 選択日の日付切替時刻 選択日翌日の日付切

替時刻 

24 時間分を 30 分単位表示 

日別 選択日の６０日前 選択日 61 日分を１日単位表示 

月別 選択月の 24 か月前 選択月 24 か月分を１月単位表示 

ランキング分

析 

－ From の選択日時 To の選択日時 最大 31 日間分を表示 

ユーザー観点 最大 4 個 アラームを分析する観点を任意に

設定可能 

タグ付け ユーザー観点毎に 50 個 アラームを分析するタグを任意に

設定可能 

データ収集対象 管理 CPU ユニットのデバイス *5 

設定ファイル 

ダウンロード/ 

インポート 

対応(CSV ファイル) － 

*1:アラームコード、アラーム信号のどちらか、または両方使用するかを選択 

*2:以下のデバイスから選択可能。 

D、W、SD、ZR 

*3:以下のデバイスから選択可能。ワードデバイスはビット No.を指定。 

X、Y、M、B、F、D、W、SM、SD、ZR 

*4:表示する情報は各画面や表示期間、換算モードの選択内容で異なる 

*5:他設備からデータ収集する場合等、必要に応じてネットワークユニット等でデータ収集が必要 
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4. 起動手順 

データナビゲートアプリは SD メモリーカードにアプリケーションをインストールし、SD メモリーカードを C 言語イ

ンテリジェント機能ユニットに差し込み使用します。 

本アプリを起動してブラウザでアクセスするまでの手順を以下に記載します。 

 

  

4.1 ライセンスキーの取得手順 

4.2 データナビゲートアプリのインストール手順 

4.3 シーケンサの設定手順 

4.4 データナビゲートアプリのアクセス手順 

4.5 ライセンスキーの登録手順 
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4.1. ライセンスキーの取得手順 

本アプリを使用するためにライセンスキーの申請・取得が必要です。 

三菱電機 FA サイトの「データナビゲートアプリ ライセンスキー申請フォーム」より、ライセンスキーを入手しま

す。申請後、ライセンスキーファイル(datanavi_license_[製造情報 16 文字].lic)がメール添付にて送付されます。 

申請に必要な情報は、以下に記載します。 

 

情報 項目 備考 

アプリケーション情報 製品名 ライセンス許諾書を参照してください。 

製品形名 

プロダクト ID 

ハードウェア情報 ユニット形名 「iQ-R ユニット構成マニュアル」の「製造情

報・ファームウェアバージョン」の確認方法を

参照してください。 

製造情報(シリアル No.) 

 

入力したライセンスキーファイルのファイル名は変更しないでください。 

変更すると認証ができなくなります。 
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4.2. データナビゲートアプリのインストール手順 

本アプリを使用するために必要となる、データナビゲートアプリ インストール用イメージファイルを SD メモリーカ

ードに書き込みます。 

以下に手順を記載します。 

 

1. 下記 URL にアクセスして、フリーソフト「DD for Windows」をパソコンにダウンロードし、zip ファイルを解凍

します。 

 https://www.si-linux.co.jp/techinfo/index.php?DD%20for%20Windows#s74c46f6 

「Ver.0.9.9.8」をダウンロードしてください。 

 

データナビゲートアプリ インストール用イメージファイルを SD メモリーカードに書き込むときは、エクスプロ

ーラ経由でなく「DD for Windows」を使う必要があります。 

「DD for Windows」を使用しないと正常にインストールできません。 

 

 

2.  SD メモリーカードをパソコンに挿入し、必要なデータが保存されている場合は、事前に別の場所(パソコンのハー

ドディスクや外付けドライブなど)にバックアップを取ってください。 

 

3. 手順 1 で解凍したフォルダ内の exe ファイル「DDWin」を右クリックして「管理者として実行」を選択します。 

  

https://www.si-linux.co.jp/techinfo/index.php?DD%20for%20Windows#s74c46f6
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4. 「DD for Windows」が画面に表示されるので下記を選択します。 

• 「ファイル選択」をクリックし、データナビゲートアプリ インストール用イメージファイルを選択 

• 「ディスク選択」をクリックし、SD メモリーカードが入っているドライブを選択 

 

5. 「<<書込<<」ボタンからデータナビゲートアプリ インストール用イメージファイルを SD メモリーカードに書

込みます。 

 

データ書き込み中は下記をしないようにしてください。SD メモリーカードが破損して使えなくなる可能性があり

ます。 

・SD メモリーカードを抜く 

・パソコンをスリープ状態にする 

SD メモリーカードへの書込みは 15 分程度かかります。パソコンのスリープ設定を確認、もしくはスリープ状

態とならないよう十分注意してください。 

 

 

6. 書込みが完了したら、SD メモリーカードをパソコンから取り外してください。 

 

ディスクのフォーマットのダイアログが表示されることがありますが、「キャンセル」を選択してください。 

「ディスクのフォーマット」を選択すると書き込んだデータナビゲートアプリ インストール用イメージファイルが

削除されます。 
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4.3. シーケンサの設定手順 

本アプリを使用するために必要となる、GX Works3 のプロジェクトデータをシーケンサに書込みます。 

下記 2 パターンに分けて記載します。 

(1) 新規にシーケンサを追加する場合 

(2) 既存の機器構成に C 言語インテリジェント機能ユニットを追加する場合 

 

(1) 新規にシーケンサを追加する場合 

(a) ユニットの装着 

1. 以下のように CPU ユニット、電源ユニット、C 言語インテリジェント機能ユニットをベースユ

ニットに装着します。 

(C 言語インテリジェント機能ユニットを装着するスロット No.は任意です) 

 

2. C 言語インテリジェント機能ユニットに「4.2 データナビゲートアプリのインストール手順」で

インストールした SD メモリーカードを挿入します。 

 

データナビゲートアプリを SD メモリーカードにインストールした後に SD メモリーカードの書込みロックを有効

にしても、データナビゲートアプリの動作に影響はありません。 

 

 

3. シーケンサの電源を OFF→ON します。C 言語インテリジェント機能ユニットの「RUN」LED と

「CARD RDY」LED が緑点灯するまで待ちます。 

 

4. シーケンサの電源を再度 OFF→ON します。C 言語インテリジェント機能ユニットの「USER」

LED が緑点灯するまで待ちます。 

  

電源ユニット 

CPU ユニット 

C 言語インテリジェント機能ユニット 

ベースユニット 
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(b) GX Works3 のプロジェクトデータの準備 

1. データナビゲートアプリと連携させて使いたい GX Works3 のプロジェクトデータを用意しま

す。 

2. GX Works3 のナビゲーションウィンドウの[パラメータ]-[ユニット情報]を右クリックし、「新規

ユニット追加」を選択します。 

 

3. C 言語インテリジェント機能ユニット(RD55UP12-V)を追加するため下記を選択し、「OK」を押

下します。 

項目 内容 

ユニット種別 情報ユニット 

ユニット形名 RD55UP12-V 

装着スロット No. 実機にて「RD55UP12-V」が装着されているスロット No. 

先頭 I/ONo.指定 指定しない 
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4. ナビゲーションウィンドウに追加した C 言語インテリジェント機能ユニット(RD55UP12-V)を

ダブルクリックしてユニットパラメータウィンドウを開きます。 

 

5. 基本設定から「RD55UP12-V」の IP アドレスを設定してください。 

ポート CH は CH1 を使用してください。他の IP アドレスと重複しないように任意の数値を設定

してください。  
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(c) GX Works3 のプロジェクトデータの書込み 

1. GX Works3 のメニューから[オンライン]-[シーケンサへの書込み]を選択する。 

 

2. 「オンラインデータ操作」ウィンドウが表示されるので書込む項目を選択して、「実行」を押下

しプロジェクトデータをシーケンサに書込みます。 

(書込む項目はメモリ容量に不足がなければ全項目で問題ありません。) 

 

3. シーケンサの電源を OFF→ON します。 
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(2) 既存の機器構成に C 言語インテリジェント機能ユニットを追加する場合 

(a) ユニットの装着 

1. C 言語インテリジェント機能ユニットをベースユニットに装着します。 

2. 装着した C 言語インテリジェント機能ユニットに「4.2」でインストールした SD メモリーカー

ドを挿入します。 

3. これ以降の手順は、「4.3(1)(a)」の手順 3.以降と同様ですので「4.3(1)(a)」の手順 3.以降を参

照ください。 

 

(b) GX Works3 のプロジェクトデータの準備 

1. 使用している GX Works3 のプロジェクトデータを用意します。 

2. これ以降の手順は、「4.3(1)(b)」の手順 2.以降と同様ですので「4.3(1)(b)」の手順 2.以降を参

照ください。 

 

(c) GX Works3 のプロジェクトデータの書込み 

「4.3(1)(c)」と同様の手順です。「4.3(1)(c)」を参照ください。 
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4.4. データナビゲートアプリのアクセス手順 

本アプリを使用するために必要となる、ブラウザからデータナビゲートアプリにアクセスするための通信設定をします。 

C 言語インテリジェント機能ユニットとパソコンを接続する構成として下記 3 パターンに分けて記載します。 

 

(1) 直接接続する場合(またはアクセスポイント経由で接続する場合) 

(2) ルーターのルーティング機能を使用して接続する場合 

(3) ルーターの NAT/NAPT 機能を使用して接続する場合 

 

なお、本章ではデータナビゲートアプリ特有の設定のみ説明しています。ルーターの設定内容や設定方法については、

ご使用のルーターの取扱説明書等をご確認ください。 
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(1) 直接接続する場合(またはアクセスポイント経由で接続する場合) 

以下の構成の場合を例にして説明します。 

 

【接続構成例】 

 

1. C 言語インテリジェント機能ユニットの CH１の LAN ポートとパソコンを接続します。 

2. Web ブラウザを立ち上げて、「http://C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス:3000」(例：

http://192.168.10.50:3000)を入力すると、データナビゲートアプリにアクセスできます。 

正しくアクセスできたら以下のような画面が表示されます。 

 

シーケンサの電源 ON 直後は Web サーバが起動していないので、アクセスできない場合があります。アクセスでき

ない場合は２、３分間隔を空けてからアクセスしてください。 

 

 

  

C 言語インテリジェント機能ユニット 

IP アドレス   ：192.168.10.50 
サブネットマスク ：255.255.255.0 

パソコン 

IP アドレス   ：192.168.10.100 
サブネットマスク ：255.255.255.0 
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(2) ルーターのルーティング機能を使用して接続する場合 

以下の構成の場合を例にして説明します。 

 

【接続構成例】 

 

1. C 言語インテリジェント機能ユニットの CH１の LAN ポートとルーターを接続します。 

2. パソコンとルーターを接続します。 

3. Web ブラウザを立ち上げて、「http://C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス:3000」(例：

http://192.168.10.50:3000)を入力すると、データナビゲートアプリにアクセスできます。 

正しくアクセスできたら以下のような画面が表示されます。 

 

シーケンサの電源 ON 直後は Web サーバが起動していないので、アクセスできない場合があります。アクセスでき

ない場合は２、３分間隔を空けてからアクセスしてください。 

 

 

  

LAN1 エリア LAN2 エリア 

C 言語インテリジェント機能ユニット 

IP アドレス      ：192.168.10.50 
サブネットマスク    ：255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ ：192.168.10.1 

パソコン 

IP アドレス      ：10.190.140.100 
サブネットマスク    ：255.255.255.0 
デフォルトゲートウェイ ：10.190.140.1 
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(3) ルーターの NAT/NAPT 機能を使用して接続する場合 

データナビゲートアプリは、初期状態では「Web ブラウザで指定した IP アドレス」と「C 言語インテリジェ

ント機能ユニットの IP アドレス」が異なる場合、アクセスすることができません。このため、NAT/NAPT 機

能を使う場合、データナビゲートアプリに対してあらかじめ接続を許可する IP アドレスを登録する必要があ

ります。登録する方法を下記 2 パターンに分けて手順を記載します。 

 

(a) 直結接続し、IP アドレスを登録する場合 

(b) ルーターの NAT/NAPT 機能を使用して接続し、IP アドレスを登録する場合 

 

(a) 直結接続し、IP アドレスを登録する場合 

以下の構成の場合を例にして説明します。 

 

【接続構成例】 

<接続を許可する IP アドレスの登録時> 

 

＜運用時(NAT/NAPT 機能を使用して接続)＞ 

  

C 言語インテリジェント機能ユニット 

IP アドレス   ：192.168.10.50 
サブネットマスク ：255.255.255.0 

パソコン 

IP アドレス   ：192.168.10.100 
サブネットマスク ：255.255.255.0 

LAN1 エリア LAN2 エリア 

C 言語インテリジェント機能ユニット 

IP アドレス   ：192.168.10.50 
サブネットマスク ：255.255.255.0 

パソコン 

IP アドレス      ：10.190.140.100 
サブネットマスク    ：255.255.255.0 

ルーター 

IP アドレス      ：10.190.140.1 
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■登録方法 

1. C 言語インテリジェント機能ユニットの CH１の LAN ポートとパソコンを接続します。 

2. サポートツールを使って、接続を許可する C 言語インテリジェント機能ユニットの外部 IP アド

レスとして、ルーターの IP アドレス(例：10.190.140.1)を登録します。 

外部 IP アドレスの登録方法は「6.1.2 外部 IP アドレスの登録」を参照ください。 

3. サポートツールの設定を反映するために、シーケンサを再起動します。 

 

■接続方法 

1. ルーターの設定を開き、下記ポートを静的 IP マスカレードに設定します。 

識別番号 内部アドレス ポート番号 

1 C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス(例:192.168.10.50) 3000 

2 C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス(例:192.168.10.50) 8080 

 

2. Web ブラウザを立ち上げて、「http://パソコン側の LAN エリアのルーターの IP アドレ

ス:3000」(例：http://10.190.140.1:3000)を入力すると、データナビゲートアプリにアクセ

スできます。 

正しくアクセスできたら以下のような画面が表示されます。 

 

シーケンサの電源 ON 直後は Web サーバが起動していないので、アクセスできない場合があります。アクセスでき

ない場合は２、３分間隔を空けてからアクセスしてください。 
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(b) ルーターの NAT/NAPT 機能を使用して接続し、IP アドレスを登録する場合 

以下の構成の場合を例にして説明します。 

 

【接続構成例】 

 

■登録方法 

1. C 言語インテリジェント機能ユニットの CH１の LAN ポートとルーターを接続します。 

2. パソコンとルーターを接続します。 

3. ルーターの設定を開き、下記ポートを静的 IP マスカレードに設定します。 

識別番号 内部アドレス ポート番号 

1 C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス(例:192.168.10.50) 3000 

2 C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス(例:192.168.10.50) 8080 

3 C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス(例:192.168.10.50) 52122 

 

4. サポートツールを使って、接続を許可する C 言語インテリジェント機能ユニットの外部 IP アド

レスとして、使用するルーターの IP アドレス(例：10.190.140.1)を登録します。 

外部 IP アドレスの登録方法は「6.1.2 外部 IP アドレスの登録」を参照ください。 

5. サポートツールの設定を反映するために、シーケンサを再起動します。 

 

サポートツールで C 言語インテリジェント機能ユニットに登録後、52122 番ポートは使用しないため必要に応じて

設定を削除してください。 

 

 

 

  

LAN1 エリア LAN2 エリア 

C 言語インテリジェント機能ユニット 

IP アドレス   ：192.168.10.50 
サブネットマスク ：255.255.255.0 

パソコン 

IP アドレス      ：10.190.140.100 
サブネットマスク    ：255.255.255.0 

ルーター(WAN) 

IP アドレス      ：10.190.140.1 
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■接続方法 

1. Web ブラウザを立ち上げて、「http://パソコン側の LAN エリアのルーターの IP アドレ

ス:3000」(例：http://10.190.140.1:3000)を入力すると、データナビゲートアプリにアクセ

スできます。 

正しくアクセスできたら以下のような画面が表示されます。 

 

シーケンサの電源 ON 直後は Web サーバが起動していないので、アクセスできない場合があります。アクセスでき

ない場合は２、３分間隔を空けてからアクセスしてください。 
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4.5. ライセンスキーの登録手順 

本アプリを使用するために必要となる、ライセンスキーの登録を行います。 

 

■アプリ上での登録方法 

1. アプリ右上の ボタンの[アクティベーション]から、アクティベーション画面を表示します。 

2. を押下し、「4.1 ライセンスキーの取得手順」で取得したライセンスキーファイルを読み込みます。 
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4.6. 起動時のトラブルシューティング 

データナビゲートアプリが正しく起動しない場合、下記の項目から該当するものを確認してトラブルシューティングを

行ってください。 

 

■データナビゲートアプリ インストール用イメージファイルの SD メモリーカードへの書込みがうまくできない場合 

ケース 処置方法 

書込み先のドライブを選択できない。 「DD for Windows」を右クリックし、「管理者として実行」を選択して

起動してください。 

書込み中に「メモリが壊れている」と

いうエラーが発生する。 

SD メモリーカードに書込み中にパソコンがスリープ状態になった可能性

があります。 

パソコンのスリープ設定を確認し、スリープ状態とならないよう十分注意

してください。 

SD メモリーカードへの書込みは 15 分程度かかります。 
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■C 言語インテリジェント機能ユニットの ERR LED が点灯する場合 

下記の手順からエラーコードを確認し、現象に応じて処置方法を実施ください。 

1. GX Works3 のメニューから[診断]-[システムモニタ]を選択します。 

 

2. 表示された「システムモニタ」ウィンドウかユニット形名[RD55UP12-V]をダブルクリックします。 
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3. 表示された「ユニット診断」ウィンドウからエラーコードを確認します。 

 

ケース 処置方法 

エラーコードに「H1989」が

表示される。 

SD メモリーカードのパーティションを削除し、再フォーマットしてください。そ

の後、「4.2」の手順に従ってデータナビゲートアプリ インストール用イメージフ

ァイルを SD メモリーカードに再度書き込んでください。 

上記以外のエラーコードが表

示される。 

マニュアル「MELSEC iQ-R C 言語インテリジェント機能ユニットユーザーズマニ

ュアル(応用編)」を参照ください。 
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■Web ブラウザでデータナビゲートアプリにアクセスできない場合 

下記の手順を行い、パソコンと C 言語インテリジェント機能ユニットのネットワーク接続が正しく接続できている

か確認します。 

1. PC のスタートメニューから検索バーに「cmd」と入力し、「コマンドプロンプト」を開きます。 

2. コマンドプロンプトに「ping [C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレス]」と入力します。 

3. Enter キーを押して ping コマンドが正常に応答するか確認し、以下の処置方法を確認ください。 

ケース 処置方法 

ping コマンドが応答しない場合 Ethernet ケーブルが正しく接続できていない可能性があ

ります。Ethernet ケーブルが正しく接続できているか確

認してください。 

C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレスが正

しく設定できていない可能性があります。本マニュアル

「4.3」を参考に、C 言語インテリジェント機能ユニット

の IP アドレスの設定に誤りがないか確認してください。 

ファイアウォールなどの IP フィルタ機能によって、特定

の IP アドレスに対してアクセスができていない可能性が

あります。IP フィルタ機能を解除または異なる IP アドレ

スからアクセスしてください。 

パソコンと C 言語インテリジェント機能ユニットが、同

じネットワークに属していない可能性があります。本マ

ニュアル「4.3」、「4.4」の記載を参考に、パソコンまた

は C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレスを

設定してください。 

ルーターの NAT/NAPT 機能を使っている場合、

NAT/NAPT 機能が正しく設定できていない可能性があり

ます。「4.4」を参照し、NAT/NAPT 機能の設定がサポー

トツールにより正しくできているか確認してください。 
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ping コマンドが正常に応答した場合 

 

C 言語インテリジェント機能ユニットに SD メモリーカ

ードが正しく装着されていない可能性があります。SD メ

モリーカードが正しく装着できているか確認してくださ

い。 

データナビゲートアプリが有効になっていない可能性が

あります。シーケンサの電源を OFF→ON して、C 言語

インテリジェント機能ユニットの「USER」LED が緑点

灯することを確認してください。 

「USER」LED が緑点灯しない場合は、データナビゲー

トアプリが SD メモリーカードに正しく書込めていない

可能性があります。本マニュアル「4.2」を参考に、デー

タナビゲートアプリを再度 SD メモリーカードに書き込

んでください。 

Web ブラウザに入力した Web アドレスにポート番号ま

で指定できていない可能性があります。本マニュアル

「4.4」の記載を参考に、入力した Web アドレスに誤り

がないか確認してください。 

接続している LAN にパソコンおよび C 言語インテリジェ

ント機能ユニットと重複している IP アドレスが存在して

いる可能性があります。重複している場合、IP アドレス

が重複しないように変更してください。 

 

■Web ブラウザでデータナビゲートアプリが正常に表示されない場合 

Web ブラウザに表示されるデータナビゲートアプリの UI やモニタ値が正常に表示されない場合、ご使用の Web ブ

ラウザのキャッシュによって古い情報が表示されている可能性があります。ご使用の Web ブラウザのキャッシュを

クリアして、再度データナビゲートアプリにアクセスしてください。 
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5. 終了手順 

本アプリを終了する時は、以下の手順で終了させてください。 

 

1. アプリ右上の ボタンを押下します。 

2. 「シャットダウン」を選択し、データナビゲートアプリを終了します。 

3. シーケンサの電源を OFF します。 

 

 

電源を切る前にシャットダウンしてください。 

データナビゲートアプリをシャットダウンせずに C 言語インテリジェント機能ユニットを電源 OFF した場合、

ファイルシステムに異常等が発生する場合があります。C 言語インテリジェント機能ユニットの電源を OFF す

る前に、必ずデータナビゲートアプリをシャットダウンしてください。 
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6. サポートツールを使った設定 

データナビゲートアプリは、exe 形式のサポートツールを使って下記の機能を実行できます。 

機能 機能概要 

初期設定 使用している C 言語インテリジェント機能ユニットの情報を設定します。 

C 言語インテリジェント機能ユニットごとの名称、IP アドレス、接続先を変更可能

です。 

セキュリティ メールや Web ブラウザと安全に通信するため、各種暗号化通信に必要な証明書や秘

密鍵を登録できます。 

メンテナンス データナビゲートアプリのアップデートを実行します。 

 

6.1. 初期設定 

6.1.1. 接続先設定 

サポートツールと通信する C 言語インテリジェント機能ユニットを登録します。以下の手順にて接続先を設定します。 

1. [初期設定]画面の[ユニット設定]タブを開き、[+]ボタンを押下します。 
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2. [未設定]ボタンを押下します。 

3. サポートツールと通信する C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレスを設定します。 

4. [保存]ボタンを押下します。登録は 100 台まで可能です。 

登録画面では通信テストを行うこともできます。 
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6.1.2. 外部 IP アドレスの登録 

NAT/NAPT 機能を使ったルーターで接続している場合は、ルーターの IP アドレスを外部 IP アドレスとして登録して

ください。 

1. [初期設定]画面の[通信設定]タブを開き、[未設定]ボタンを押下します。 

2. 接続しているルーターの IP アドレスを外部 IP アドレスとして設定します。 

3. [アップロード]ボタンを押下します。 
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6.2. 暗号化通信に必要な証明書の書き込み方法 

各種暗号化通信を使用するには必要な証明書を C 言語インテリジェント機能ユニットに書き込む必要があります。 

6.2.1. メール送信 

メール送信の暗号化通信に必要な証明書を書き込む方法を以下の手順にて説明します。 

1. [セキュリティ]画面の[メール送信(SMTPS)]タブを開きます。 

2. [接続先]に暗号化通信を使用する C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレスを選択します。 

3. [証明書]に必要な証明書の格納先を選択します。 

4. [アップロード]ボタンを押下します。 

 

 

「登録済証明書削除」ボタンで、登録した証明書を削除することができます。 

証明書を削除しても、メールサーバー側の仕様や設定によっては暗号化通信が継続して使用できる場合があり

ます。 
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6.2.2. Web 通信 

Web 通信の暗号化通信に必要な証明書を書き込む方法を以下の手順にて説明します。 

1. [セキュリティ]画面の[Web 通信(HTTPS)]タブを開きます。 

2. [接続先]に暗号化通信を使用する C 言語インテリジェント機能ユニットの IP アドレスを選択します。 

3. [証明書]に必要な証明書の格納先を選択します。 

4. [秘密鍵]に必要な秘密鍵の格納先を選択します。 

5. [アップロード]ボタンを押下します。 

 

 

HTTPS 通信時はデータナビゲートアプリへのアクセス方法が異なります。HTTPS 通信時はポート番号の入力

は不要です。 

HTTP 通信時：「http://(C 言語インテリジェントユニットの IP アドレス):3000」 

HTTPS 通信時：「https://(C 言語インテリジェントユニットの IP アドレス)」 
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6.3. データナビゲートアプリのアップデート方法 

データナビゲートアプリをアップデートする方法を以下の手順にて説明します。 

1. [メンテナンス]画面を開きます。 

2. アップデートしたい C 言語インテリジェント機能ユニットの対象にチェックを入れます。 

3. [アップデートファイル]にアップデートファイルの格納先を選択します。 

4. [アップデート]ボタンを押下します。 
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7. データナビゲートアプリのアンインストール手順 

1. 電源を切った状態で C 言語インテリジェント機能ユニットから SD メモリーカードを抜きます。 

2. SD メモリーカードをパソコンに挿入し、エクスプローラを開きます。 

3. [PC]を右クリックし、[管理]を選択します。 

4. [コンピュータの管理]画面が表示されます。 

5. [記憶域] > [ディスクの管理] を選択します。 

6. SD メモリーカード内のパーティションを選択後、右クリックし、[ボリュームの削除]を実施します。 

7. パーティションが複数に分かれている場合は、すべてのパーティションに対して手順 6.を実施し、SD メモリーカ

ードのボリュームを未割り当ての状態にします。 

8. 新しいボリュームの設定および SD メモリーカードのフォーマットを実施すると、データを完全に消去することが

できます。 
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改訂履歴 

改訂日付 番号 改訂内容 

2025/10 BCN-89999-9912-A 初版 

2025/12 BCN-89999-9912-B 誤記修正 
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商標 

Microsoft，Microsoft Edge は，マイクロソフトグループの企業の商標です。 

Google Chrome は，Google LLC の登録商標または商標です。 

本文中における会社名，システム名，製品名などは，一般に各社の登録商標または商標です。 

本文中で，商標記号(™，®)は明記していない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三菱電機 FA サイト － 仕様・機能に関するお問い合わせ 

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/contact-us/spec/ 

 

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/contact-us/spec/
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